
4 月 月例記者会見 

【日時】4月 27 日（水）15：00～ 

【場所】新居浜市役所 3階 応接会議室 

【項目】 

（１）新型コロナウイルス感染症対策について 

・感染拡大防止対策 

・ワクチン接種状況など 

（２）にいはまわくわく春まつりの開催について 

（３）令和４年度 新居浜市美術館春季特別展 

「描かれた女たち 女性像にみるフォルム/現実/夢」の開催について 

（４）はま恋 ｄｅ 愛イベント Ｖｏｌ.２６ ㏌ゆらぎの森について 

（５）銅山峰のツガザクラ群落パトロールについて ほか 

 

発表内容 

 

 

 

＜司会＞ 

定刻が参りましたので月例記者会見をはじめさせていただきます。 

それでは最初に市長からあいさつを申し上げます。 

 

＜市長＞ 

 本日は記者会見にご出席をいただきまして、ありがとうございます。 

まず、はじめに、依然として本市も含め愛媛県内おいても感染の確認が続いております。

感染された方の一日も早いご回復をお祈り申し上げる次第でございます。 

市民の皆様には、県知事の会見にもございました「社会経済を動かしていくために欠かせ

ない３つの前提条件」であります「感染回避行動の徹底」、「会食ルールなどの遵守」、「感染

を広げた場合の社会への影響を強く意識」という３つの条件を念頭に現在のコロナ禍での

行動に強い警戒と注意をお願いいたします。また、３回目のワクチン接種につきましても、

県内の数値から接種の進捗と陽性者数は強い相関関係があると発表されています。本市で

は、現在、４０歳代以下の方の接種率が低くなっておりますが、子ども世代を感染から守る

ためにも、早期接種について前向きにご検討いただき、ご協力をお願いいたしたいと思って

おります。 

それでは、お手元の会見次第の各項目について、ご説明させていただきます。 

まず、「新型コロナウイルス感染症対策」について、でございます。 

本市の感染状況でございますが、２月が５７９人、３月が６２５人と感染者は高止まりの

（１）新型コロナウイルス感染症対策について 
・感染拡大防止対策 
・ワクチン接種状況など 

 



状況でございました。４月に入りまして、４月２６日までの感染者数は４２３人で、中旬頃

からやや感染者が減少しておりますが、曜日により増減を繰り返しておりまして、まだまだ

予断を許さない状況が続いております。 

このような状況を受け、旧上下水道局庁舎で実施しております無料で受けられるＰＣＲ

検査所は、５月末まで延長いたしましたので、感染に対して不安を感じておられる無症状の

方はご利用いただきますようお願いいたします。 

次に、ワクチンの接種状況などについてご説明いたします。 

まず、新居浜市での追加接種の進捗状況についてでございます。ワクチン接種関係資料 1

ページをご覧ください。本市における３回目接種は、１２歳から１７歳までの方についても

４月１８日から開始し、対象者は全体で９３，０５８人。このうち接種を済まされた方は６

１，２２９人となっております。総人口に占める３回目接種率は、４月２５日現在で、全国

５１．３％、愛媛県５３．８％に対して、新居浜市は、５２．０％となっており、全国とほ

ぼ同じペースで接種が進んでおります。 

2 ページをご覧ください。 

年代別にみますと、６５歳以上が８４．６％であるのに対し、３０代２９．２％、２０代

２５．２％となっており、若い世代の接種率が低い状況でございます。このことから、１８

歳から５９歳までの方で、３回目の接種も、予約もされていない方１４，０８６人に対して、

４月２２日にはがきを送付し、再度、接種をお勧めいたしております。 

次に、予約の状況についてでございます。 

予約済みの方と接種済の方を併せますと、接種率は、５月中旬には５４．６％となる見込み

でございます。 

1 ページにお戻りください。 

５歳から１１歳までの小児の初回接種につきましては、３月２２日から開始しておりま

す。接種券は、３月３１日現在で５歳から１１歳になる６，９２７人に発送し、このうち９．

８％の方が接種を済まされております。 

今後の計画ですが、新型コロナウイルス感染症の陽性者は接種率の低い４０代以下の若

い世代で多く確認されておりますことから、平日の日中では接種が難しい方に接種機会を

提供するため、金曜日の夜間及び土曜日の午後に集団接種を実施してまいります。日程とい

たしましては、3ページ目にございますが、すでに実施しております４月２２日、２３日を

含め、５月２１日土曜日までの間に合計９回設けております。時間は、平日は１９時から２

１時、土曜日は１４時から１７時、場所は旧上下水道局庁舎でございます。 

最後に、ゴールデンウイークに入り、人流の増加とともに感染のリスクも高まることが予

想されます。 

市民の皆様には次の３点についてお願いいたします。 

第１に、ワクチン接種の推進。第２に、積極的な検査の活用。第３に、基本的な感染防止対

策の徹底です。 



皆様方のご理解とご協力が必要不可欠でございますので、引き続き、よろしくお願い申し

上げます。 

 

 

 

 

＜司会＞ 

それでは続きまして、ゴールデンウィーク中のイベントなど催し物について、市長よろしく

お願いします。 

 

＜市長＞ 

まず、先にもお伝えいたしましたけれども、新居浜市も含みまして県内の新型コロナウイ

ルス感染症の陽性者数の急激な増加により、感染拡大防止のためにより慎重な行動が求め

られる状況となっております。これからお伝えするイベントなどの催し物の開催について

は、各会場等において検温や消毒の徹底など感染拡大防止対策に努めながら実施してまい

りたいと考えております。 

それでは、「にいはまわくわく春まつりの開催」について、でございます。 

にいはまわくわく春まつりは、銅夢にいはまで実施していたイベント「春は子ども天国」

をリニューアルし、４月２９日にあかがねミュージアムおよび新居浜駅前 人の広場におい

て各種イベントを実施するほか、５月３日・４日に各地域で子ども太鼓台の運行等が行われ

るなど、４月２９日から５月５日までの期間中、様々な催し物を行うイベントです。特に４

月２９日は、お手元のチラシのとおり、あかがねミュージアムでは「新居浜市とＮＨＫ松山

放送局とで実施するデジタルとびだす昆虫展 AR」、「あかがねキッズコレクション 2022 

spring」といったイベント、また芝生広場・屋外ステージでは「こんちゅう選抜選挙」、「キ

ックバイクフリー走行」、「和太鼓をたたこう！」といったイベントが行われ、あわせて新居

浜駅前 人の広場では「わくわく新居浜物産展」を開催するなど、盛りだくさんの各種イベ

ントを予定いたしています。 

次に、「令和４年度 新居浜市春季特別展「描かれた女たち 女性像にみるフォルム／現実

／夢」の開催」について、でございます。 

新居浜市美術館の令和４年度 春季特別展として、４月２９日から６月２６日まで、あか

がねミュージアム２階にて開催いたします。 

本展では、公益財団法人日動美術財団が所蔵する明治から現代までの、女性を描いた絵画

作品７５点を展示します。あわせて、新居浜市美術館のコレクションの中から、女性像をモ

チーフにした作品を出品いたします。教科書などでもおなじみの、岸田劉生の《麗子像》を

はじめ、竹久夢二、小磯良平といった作家のほか、明治から現代までの日本人画家による多

様な「女性像」の表現をご覧いただけます。会期中には、関連事業といたしまして、開会初

（２）にいはまわくわく春まつりの開催について 
（３）令和４年度 新居浜市美術館春季特別展 
「描かれた女たち 女性像にみるフォルム/現実/夢」の開催について 

（４）はま恋 ｄｅ 愛イベント Ｖｏｌ.２６ ㏌ゆらぎの森について 

 



日となります４月２９には、公益財団法人日動美術財団 笠間日動美術館 長谷川徳七館長、

長谷川智恵子副館長によるオープニング・ギャラリートークを開催いたします。また５月２

９日には、千葉市美術館館長・山梨絵美子氏による講演会を予定しており、そのほか、学芸

員による展示ガイドツアーも予定しております。 

次に、「はま恋ｄｅ愛イベント Ｖｏｌ.２６ ㏌ゆらぎの森」について、でございます。 

新居浜市では、平成２９年度から結婚を望む未婚の男女に、出会いの機会を提供し、結婚を

支援することを目的に「新居浜市縁結びサポート事業」を行っており、その一環として、参

加者同士の交流と地域の活性化を図るための「はま恋 de 愛（はまこい、であい）イベント」

を開催しております。昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、Zoom（ズーム）

を利用したオンラインでのイベントを多く開催しましたが、多数のカップルが誕生いたし

ました。また、縁結びサポート事業をきっかけにご成婚された方も数多くおられますことか

ら、引き続き結婚を望まれる皆様への支援を積極的に進めてまいりたいと考えております。 

まず、今年度最初のイベントは、配布いたしておりますチラシのとおり“自然の中の出会

い”をテーマに、新居浜市別子山森林公園「ゆらぎの森」で５月２９日（日）に開催いたし

ます。参加対象は、２５歳から３５歳までの男女それぞれ１０名ずつとなっております。会

場までの無料送迎バスやスマートフォンを活用したマッチングイベント、お土産もご用意

しております。 

 

 

 

＜司会＞ 

 それでは続きまして、その他、イベントなど催し物以外の項目について、市長よろしくお

願いします。 

＜市長＞ 

それでは、まず「銅山峰のツガザクラ群落パトロール」について、でございます。 

国指定天然記念物である銅山峰のツガザクラ群落については、平成３１年２月２６日の指

定以降、誠に遺憾でございますが盗掘が発生しております。 

国民の宝である天然記念物を盗掘する行為は、これまでの自然の営みを否定する行為で

あり、新居浜市といたしましては、断じて許すことはできません。当市といたしましては、

このような事態を踏まえ、今年度は、開花前に、地元団体及び警察等の関係機関と連携を取

りながら、群落周辺のパトロールを予定しており、パトロール時において、登山者への啓発

を目的とした啓発カードを配布する予定でございます。 

また、山中で老朽化している看板につきまして、新しい内容の看板シールを作成して、貼

り付ける予定でございます。配布につきましては、当市が防犯パトロールを行う際に配布す

るだけではなく、関係団体にもご協力をいただき、登山時においての配布をお願いしており

ます。 

（５）銅山峰のツガザクラ群落パトロールについて ほか 



 次に、「公費負担医療対象者の高額介護サービス費追加支給」について、でございます。 

介護保険制度において、介護保険サービスを利用し、１か月の自己負担の合計額が一定の上

限額を超えた場合に、その超えた分を支給する高額介護サービス費がございますが、この高

額介護サービス費について、システム上の算定誤りが判明したため、追加支給を行います。 

算定誤りがありましたのは、高額介護サービス費のうち、国及び地方公共団体が本人に代わ

って医療費の一部又は全部を負担する公費負担医療の対象者についてでございまして、公

費負担医療の対象となる介護サービスを利用した際の利用者負担について、現在のシステ

ムでは算定に含めていなかったため、高額介護サービス費の過少支給が生じているもので

す。他の保険者から、この算定誤りが報告されたため、昨年末頃、国が全国の自治体に向け

て、本件について調査・周知を行い、本市においても、システム会社に連絡しシステムの状

況、対象者の有無、対象金額について調査を行い、今月、確認作業が完了いたしました。現

状としては全国のほとんどの自治体が本市と同様の公費負担医療対象者の高額介護サービ

ス費追加支給対応を行っているところでございます。追加支給の対象期間は、令和２年４月

から令和４年２月利用分でございまして、対象者は６人、追加支給金額は６万４，７３０円

となっております。対象者の方へは、電話及び訪問により内容説明をさせていただきました。

今後、介護保険システムを改修し、算定誤りを解消した上で追加支給を行います。今後のシ

ステム導入や改修に当たっては、適用条件等の確認を強化し再発防止に努めてまいります。 

私の方からは以上でございます。 

 


